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(1)図 1の ように、ばねばかりの先

に直方体のおもり(体積は 40c m・ )

をつるしたところ.Iギねばかりの

値は 3.6Nを示した。

その後、図 2の A～ Cの ように、

直方体のおもりを水中に沈めてい

き、ばねばかりが示 した値を調べ

たところ、 Aにおけるばねばかり

が示 した値は 3.4Nで あつた。 B

とCに おけるばねばかりが示した

値について述べた文として、最も

適当なものを、次のア～工の中から一つ選んで、その記号を書きなさい。ただし、糸の体積

や重さ、容器の中の水位の変化は考ぇないものとする。

ア Bで示した値は 3.2N、 Cで示した値は 3.ONであつた。
イ Bで示した価は 3.ON、 Cで示した値は 3.2Nであつた。
ウ Bと Cで示した値は、どちらも3.ONであつた。
工 Bと Cで示した値は、どちらも3.2Nであつた。

ば
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図 1  図 2

(2)ガ スバーナーにマッチの人を近づけて点火したと

ころ、図のように、ガスハーナーの炎がオレンジ色

で長く立ち上った。このとき、ガスパーナーの炎を

適正な青色の炎にするためには.どのような操作を

行えばよいか、最も適当なものを、次のアヽ工の中

から一つ選んで、その記号を書きなさい。

ア 空気調節ねじを矢印 Pの同きに回す.
イ ガス調節ねじを矢印 Pの向きに回す。
ウ 空気調節ねじを矢印Qの向きに回す。
エ ガス調節ねじを失印Qの向きに回す。

空気調節ね じ
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(3)図は、ヒトの消化器官などを模式的に表したものである。

い に当てはまる語の組み
だ液キキん

合わせとして最も適当なものを、下のアヽ工の中つヽら一つ

選んで.その記号―を書きなさい。
「

に薔えられていた胆汁のはたらきで、小腸の中で水に混ざ

りやすい状態になり、すい液の中の消化晴素のはたらきで、

脂肪酸 と

月旨肪は、 図のAで示した でつくられ、胆のう

い に分解される。

あ い

ア 月刊蔵 アミ′酸

イ 月刊蔵 モノグリセリド

ウ じん臓 アミノ酸

エ じん臓 モノグリセリド

A
日

胆
の
う

大

鴫

十 1ヽ順

」ヽ腸

図

(4)太郎さんは、ある日の大気図上で示されていた人気図記号をノー トにかき写し(図 )、 風力

階級表を用いて、図の天気 |ス 1記号が示す風速 (地上 10mの高さでの風速)を調べた。
このときの風速として最も適当なものを、下のア～工の中から――つ選んで、その記号を書

きなさい。

風力階級表

I工 1111

風力階級 地上 10mの高さでの風速 lm/s〕

0 0～ 03未満

0.3 - 1. ri 

^iffi
2 1.6～ 3.4未満

, 34～ 55未満

5.5-r.r.o^i6

ウ 50m/s

図

あ

ア 10m/s イ 3.Om/s
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(5)太郎さんと先生が、力の合成について話している。次の会話を読んで、下の①、②の問い

に答ぇなさい。

太郎

先生

先日の授業では、向きが同じ2つの力の合成について学びました。

向きが同じ2つの力の合力の人きさは.元の 2つの力の大きさの

い

にな

になりまりますね。また、このときの合力の向きは、元の 2つの力と

すね。

太郎 :先生、向きが異なる2つの力の合力の大きさと向きは、どのようになるのでしょ

うか。

先生 :いい質問ですね.向きが異なる2つの力の合力は、元の 2つの力を表す矢印を 2

辺とする」|二行四辺形の対角線で表します。では、実際に作図してみましょう。

① 文中の い に当てはまる内容の組み合わせとして正 しいものを、次

のア～工の中から一つ選んで、その記号
―を書きなさい。

あ い

ア 和 同 じ向き

イ 和 反対向き

ウ 差 同じ向き

エ ■,■
ち」 反対向き

② 太郎さんは、図 1において、大ききの等しい 2つの力Aと Bの合力を作図した。その後、
図2の ように、力Aと Bの角度を変ぇて、再び合力を表す矢印を作図した。図 2で作図し

た合力の説明として最も適当なものを、下のア～工の中から一つ選んで、その記号を書き

なさい。

力 Aと Bの 大きさは.図 1と ヽ しい.

力 A 刀 B

力 A 力 B

=IF
30●

t■,責 tl
図 1 図 2

ア 図 1の合力と比べて、力の向きは反対向きである。
イ 図 1の合力と比べて、力の大きさは等しい。
ウ 図 1の 合力と比べて、力の大きさは大きい。
工 図 1の合力と比べて、力の大きさは小さい。

Ａ

…

‐

●
「
―
―
―

あ
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(6)大郎さんと花子さんは、水中

や水辺で生活する動物の特徴に

ついて整理し、図 1の ように分

類した。

次の会話文中の あ

に当てはまる語の組

み合わせとして最も適当なもの 図 1

を、下のア～力の中から ―つ選んで、その記号を書きなさい。

太郎 :図 1では、グループ aと bの動物はグループ Pに分類され、グループ cと dの動

物はグループQに分類されるということを示しているよ。

花了 :グループ Pと Qに分類する基準は、 をもつか、もたないかね.グルー

ブ Pは あ をもつ動物で、グループ0は をもたない動物よ。

太郎 :そ うだね。ところで、図2は、子のイモリのスケッチ

だよ。水中で生活している子のイモリには、あしがな

いみたいだね。

R

R

図 2
花子

太郎

じゃあ、図 2の Rで示 したつくりは何かしら.

い い を使って、

水中の酸素を体にと叫入れているよ。親のイモリでは、 Rは見られないね。

花子 :つまり、図 1の グループ bは、 ということね。

一わ

あ

つ

あ い つ

ア 外骨格 月「| 節足動物

イ 外骨格 ぇ ら 魚類

ウ 外骨格 肺 画牛類

エ 背骨 .ぇ ら 節足動物

オ 背骨 肺 魚類

.カ 背骨 ぇ ら 両生預

(7)低気圧付近では雲ができやすく、くもりや雨になることが多い。 日本付近で見られる低気
圧での風のふき方を表した図として正しいものを、次のア～工の中から一つ選んで、その記

号を書きなさい。

ア
風の空上
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＝
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を示しているよ。水中で生活する子のイモリは、



2  郎さんは、電流と回路について調べるために先生と実験を行い、ノー トにまとめた。あと
の(1)～ (4)の問いに答ぇなさい。ただし、電熱線以外の抵抗は考えないものとし、電熱線から発

生した熱は、すべて水の温度上昇
|に
使つれたものとする。

太郎さんの実験ノー トの一部

く実験 1>
【行った操作】

0 抵抗の大きさが異なる電熱線Pと 0を用意した。
② 電源装置、スイッチ、電熱線 P、 電圧計.電流計をつないで、図1の ような装置を
組み立てた。図2は.このときつないだ電圧計|と電流計の一口「

`を
表したものである.

0 電熱線 Pの両端に加わる電圧を2.OVずつ変化させて、電熱線 Pに流れる電流を測
定した。

④ 電熱線 Pを電熱線Qにつたぎかぇて、②、0と 同様の操作を行った。
紅み立てた装置における電F言 |と
電流言|は省晦している.

スイ ンチ
電■計,, 部 電 ,[言 1の一¬

`

ア

μ●   ′
ノ   η

電熱温 P

図 1

【結果】

表は、電熱線 Pと 0の 画端

に加ぇた電圧とそのとき流れ

た電流についてまとめたもの

である。

図 2

表

電II〔 V〕 4.0 60 80 100

電流〔mA〕
電熱線 P SI 1(工 | 2′11:|| 32() 410

電ギヽ線 Q (, 50 1011:| 15(, 20(] 2511:,

く実験2>
【行った操作】

● 容器に、室温と同じ温度の水を入れ、実験 1で用いた電熱線 Pを
用いて、図3の ような装置を川み立てた。

② 10.OVの電性を加ぇて、 1分ごとに7分間、水温を測定した。
【結果】

図4は、電熱線 Pに電流を流した時間と水温の変化との関係をまと

めたグラフである.

,(

図 3

.:F
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(1)電圧計は電,■を測定する部分に並列につなぎ、電流計は電流を測定するところに直列につ

ないで使う。図 1において、電熱線 Pの両端に加わる電圧とそのとき流れる電流を同時に調
べるには、電圧計の端子aと 端子 b、 電流計の端子 cと 端子dを、どこにつなげばよいか、

図 1のア～ウの中からそれぞれ一つずつ選んで、その記号を書きなさい。ただし、同じ記号

を選んでもよいものとする。

(2)電熱線 Pについて述べた文として正しいものを、次のア～工の中からすべて選んで、その

記号を書きなさい。なお、正しいものがない場合は、なしと書きなさい。

ア 電圧の大きさが 2倍、 3倍になると、そのとき流れる電流の大きさも2倍、 3倍になっ
ている。

イ 電圧の大きさが 2倍、 3倍になると、そのとき流れる電流の大きさは4倍、 9倍になっ
ている。

ウ 電熱線 0よ りも抵抗が大きいので、電流が流れにくい。
工 電熱線 Qよ りも抵抗が小さいので、電流が流れやすい。

(4)実験 2において、図 4で示したグラフから、電
=ittt Pを

用いた場合、 7分間で水温が
10℃上昇していることがわかる。太郎さんと先生は、電熱線0を用いて、電熱線以外の条件

は変ぇずに実験 2と 同様の操作を行つた場合について.次のように話し合っている。会語文

選んで、その記号を書きなさい。また、 い に当てはまる数値を書きなさい。

あ4〔 V〕 ― 〔A〕 = い 〔0〕

ア ().01 イ 01 ウ 10 コ
=  100

中の に当てはまる内容を書きなさい。また、 え に当てはまる内容 として

太郎

先生

先生、電熱線 Qを用いた場合の水の上昇温度は、どのようになるでしょうか。

電熱線から発生する熱で水をあたためる場合、電熱線から発生した熱量が大きい

ほと、水の上昇温度は大きくなります。また、電流によって発生する熱量は、電

力の大きさと電流を流した時間に比例します。

なるほど。つまり、電熱線 0を用いた場合の水の上昇温度は、電熱線 Pの ときに1太郎

比べて ということでしょうか。

先生 :その通 りですね。電熱線 Qを用いた場合 .水の温度は 7分間で約

すると考ぇられます。

上昇え

最も適当なものを、 下のアヽ工の中から一つ選んで、その記号を書きなさい。

ウ 12.5てア 3.2・C イ 6.3℃

-6-
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(3)太郎さんは、表の結果を参考にし、次のような計算式をたてて、電熱線 Qの抵抗を求めた.

計算式中の EI==コ に当てはまる数値として最も適当なものを、下のア～工の中から一つ

|  う



太郎さんの実験ノー トの一部

く実験≫

卜のある葉(緑 色でない部分
“

)茉 )を ■,つ鉢 1世

ぇのア・■ガィを用.ヽて.次のOヽ0●操作ヨ1日こ

′〒́ ,「■.,

0 図√,■ っ|こ .かの,,る 県を1'■び.業げ)―古|:を
アルミニウム|=く

~■
表裏とl.におおつた後.十

分
`二
日光を当てた。

② 業をサ ||,と り.アルミニヮム|ま くを|工ずして
詢湯r´_「てから、||ての場であたた●,たェタ

ノー ,レ 11 )けた.

O エタノールにつけた業を水洗いし、ヨウ素液につけて、反応を調べた.表は、図の
A～ Dで示した部分のコウ素液に対する反応について、実験前の大郎さんの予想と、

実験結果をまとめたものである。

表

太郎さんの予想 実験結果

A 青紫色になる。 青紫色になった。

B 変化しない。 変化 しなかった.

C 変化しなかった。

変化しない.

A(緑色の部分)  B(ふ の部分)

アル ミ=ウ ム

r.i[rr. I

C(ふの部分 ) D(緑色の部分 )

11)②の操作において、アサガオの葉をエタノールにつけた理由として最も適当なものを、次

のア～工の中から一つ選んで、その記号を書きなさい。

ア 葉をやつらかくするため,
イ 葉を冷やすため。
ウ 葉を脱色するため.
工 業を消毒するため.

-7-

3 太郎さんは、葉のはたらきについて調べる実験を行い、ノー |ヽ にまとめた。下の(1}～0の間

いに答ぇなさい。

＼
ヽ
ヽ

変化 しない。

D 青紫色になつた。



(2)実験の結果、図のAで示した部分がヨウ素液によって青紫色に変化した理由を、「日光が

当たることで|と いう書き出しに続けて、葉のはたらきの名称と生成された物質の名称にふ

れながら説明しなさい.

′

ア 核
工 細胞‐壁

イ 葉緑体
オ 細胞質

ウ イ、口,抱 1真
力 |“‖包

(4)図のDで示した部分の実験結果は、太郎さんの予想と異なっていたため、太郎さんは実験

方法を見直し、ある操作を追加して後日再び実験を行ったところ、今度は予想と同じ結果が

得られた。太郎さんが追加したある操作とは、どのような操作であったと考ぇられるか、最

も適当なものを、次のア～工の中から一つ選んで、その記号を書きなさい。

ア 葉に光が当たらないように、実験を行 う前日からアサガオの鉢植えを暗室に置いた。
イ 実験前に、葉で生成された物質が移動 しないように、業の裏面にワセリンを塗った.
ウ アサガオの新鮮さを保つために、肥料を与ぇた。
工 気温が高く、日差しも強かったため、実験中に水を与ぇた。

(3)太郎さんは、ヨウ素液によって青紫色に変化 した部分を用いてブレパラー トをつくった。
つくったプレパラー トを顕微鏡で観案したところ、葉の細胞が見られ、 1つの細胞の中には、
青紫色に変化したつくりが見られた。この青紫色に変化したつくりの名称として最も適当な

ものを、次のア～力の中から一つ選んで、その記号を書きなさい。

-8-



4 太郎さんと花子さんは、インターネットなどを利用して、日本付近における地震について

調べ、ノー トにまとめた。 ドの(1)～ (3)の間いに答えなさい.

ノー トの一部

図 1は、日本列島の一部を示したもので、A、 Bはほぼ同じ標高の地点である。また、

図 1の ――――――――で示した部分は、陸のプレー トと海のブレー トの境界である
',屏

溝を示し

ている。

図 2の (〔三≡ヨ)で示した部分は、図 1の A、 Bを通る直線部分の断面内で起きた地

震のおよその震源の分布を示したもので、0で示したXは、震源の 1つである。

A

図 2

B

´ ・́    
´́

/ノ /
/

/´|

0

震

100  源
の

深

200   さ
[km〕

IIII

図 1

太郎 :震源の深さが 100k mよ りも深い場所で発生した地震の震源の分布が、図 2で不し

花子

たようになるのはなぜだろう。

陸のプレー トと海のプレートのうち、

の下に沈みこんでいるからよ。

あ のプレー トがもう一方のプレー ト

太郎 :つまり、

とかな。

のプレー トは、 い のプレー トよりも というこ

花子 :そ うね。ちなみに、プレー トの境界の地震は引きずりこまれた い のプレー

卜がゆがみに耐えきれなくなると、岩石が破壊されて発生するわ。

つ

太郎さんと花子さんは、次のような会話をした。

(1)会話丈中の に当て |ま まる語の組み合わせとして最も適当なものを、

次のア～工の中から一つ選んで、その記号を書きなさい。

あ い
ヽ
つ

ア Fi it 重 い

イ 1壼 海 軽い

ウ 海 確 自「|ヽ

エ 前 1菫 軽 い

あ つ

-9-
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(2)図 3は、図 2の Xで示した位置を震源とする地震の.A地
点とB地点の地震計における記録を表 したものである.B地
点の地震計における記録として最も適当な ,,の を、図 3のア、

イの中から ―つ選んで、その記号を書きなさい。

また、そのように判断できる理由を、「図 2において、 B

地点はA地点よりも」という書き出しに続けて、噴 源」と
いう語を用いて説明しなさい.ただし、地震の1●れを伝ぇる

2つの波は一定の速さで伝わったものとする。

ア

　

　

　

イ

図 3

|||

0 nga* tl' r,,rtro n+e:

(3)太郎さんと花子さんは、地震の大きさの表し方について、次のような会話をした。下の①、

②の問いに答ぇなさい。

太郎 :地震によるある地点での地面の揺れの程度を震度といい、地震の規模を表す尺度

を

花子 :日 本では、震度階■1々が 0～ 7の お 段階に分けられているゎ、, え

は、その地震で放出されたエネルギーの大きさに対応するように決められていて、

の数値が 1つ大きくなると、エネルギーは約 32倍になるみたいね。

太郎 :な るほど。例ぇば、M6.0の地震で放出されるエネルギーの大きさは、M4.0の

か 倍 とい うことだね。

え

地震で放出されるエネルギーのおよそ

花子 :その通 りよ。

え

0 会語文中の お か に当てはまる数値の組み合わせとして最も適当なも

のを、次のア～工の中から一つ選んで、その記号を書きなさい。

お か

ア
ゝ
‘
´ 60

イ 8 110o

ウ 10 60

10 10(](||

- 10 -

0 会話文中の L_塁 _」 に当てはまる語をカタカナで書きなさい。

ヽ
ヽ
ヽ

エ

(M)と いうみたいだね。



民
ψ 花子さんは、気体の性質について調

べるために実験を行い、ノー lヽ にまとめた。下の(1}～ (4)

の問いに答ぇなさい。ただし、水蒸気の発生は考ぇないものとする。

花子さんの実験ノー トの一部

【行つた操作】

● 石灰石をうすい塩酸に加ぇて、気体Aを発生させ、 2
本の試験管に集 ′`た。

② 亜鉛をうすい塩酸に加ぇて、気体Bを発生させ、 2,ヽ
の試験管に集 0`た。

③ 塩化アンモニウムと水酸化ナトリウムの混合物に少量
の水を加ぇて、気体Cを発生させ、2本の試験管に集めた。

④ 気体A～ Cが入った試験管をそれぞれ 1本ずつ用いて、
気体の色やにおいを調べた.

気体を集めた
試成青

水
W

図 1

0 気体A～ Cが入ったもう1本の試験管の口を、図 1の ように.水槽の水の中に入れ
た。そして、ゴム栓をはずした後、再び水の中で試験、管にユム栓をしてとり出し、試

験管の中に入った水の量を調べた。

【結果】

④、Oの操作の結果を、表にまとめた。

表

④の操作の結果 Oのオ・騒作の結果

気体A 無色で.においはなかった。 試験賃の中に水が少し入った.

気体B 無色で、においはなかった. 試験管の中に水は入らなかった.

気体C 無色で、刺激臭があった. 試 .1管の中に水が多く入った。

(1)①の操作で発生した気体Aの化学式を書きなさい.
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(2)④の操作における.気体のにおいの確認方法として最も適当なものを、次のア～工の中つヽ

ら ―つ選んで、その記号を書きなさい。

ア :換気のよいところで、試験管の口に直接鼻を近づけて確認する。

イ :艇気のよいところで.試験管の口の 卜を手であおいで確認する。

ウ 閉め切ったところで、試験管の口に直接鼻を近つけて確認する.
工 閉め切ったところで、試験管の日の上を手であおいで確認する。

ヽ
ヽ
ヽ



(3)0の操作の結果から、気体Bを集めるのに適しているのは.水上置換法、上方置換法のう
ち、どちらの集め方であると考ぇられるか、Oの結果の考察にふれながら、説明しなさい.

(4)0の操作の後、図2の ように、水が入った試験管 (気体A
を集めた試験管と気体Cを集めた試験管)にそれぞれ緑色の

BTB液を加ぇた。次は、このときの結果と考察について
まとめたものである。下の①、②の問いに答 _́な さい。

【考察】

・色の変化から、気体Aの水溶液は

すことがわかった。

・色の変化から、気体Cの水溶液は

すことがわかった.

性を示

性 を示

ヽ
つ

え

緑色のBTB液   緑色のBTB液

図 2

に当てはまる語の組み合わせ として最も適当なものを、

気
‘

Ｃ
の

気
体
Ｃ
を
〓
木
め
た
ま
放
管

気
体
Ａ
の
水
溶
液

気
体
Ａ
を
集
め
た
試
験
管

い

次のア～工の中から一つ選んで、その記号
―を書きなさい。

あ い

ア 赤色 青色

赤色 ■色

ウ 責色 青色

エ 黄色 赤色

② 文中の |こ 当てはまる語を書きなさい。え
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① 文中の[=匡コ、

ヽ
ヽ
ヽ

イ

【結果】

・気体Aを集めた試験管では、水溶液が E=憂ニコ に

変化 した。

・気体 Cを集めた試験管では、水溶液が EI亜二]に
変化した.



【雷のしくみ】

● a:喧重LEヨ霊堡金の中で大小の b氷の粒

がぶつかり合って摩擦が起こり、水の粒

が+や―の電気を帯びる.

② 図のように、十の電気を帯びた粒は雲
の上の方′ヽ集まり、一の電気を帯びた粒

は雲の下の方に集まる。

O 雲の ドの方に集まった―の電気に引き
寄せられて、地面が+の電気を帯びる。

④ 雲と地面の間を大量の電気が一瞬で流

結乱雲

1.L面

図

い に当てはまる内容の組み合

わせとして最も適当なものを、下のアヽ工の中から つ選んで、その記号―を書きなさい。

日本付近で見られる温帯低気圧において、積乱雲は、

らオじることが多い。

あ い 前 ]・宇付近で見

い

ア 暖気が寒気の上にはい上がっている 温 1浸

イ 寒気が暖気を激しくもち上げている 温暖

ウ 暖気が寒気の上にはい上がっている 琴冷

寒気が暖気を激しくもち上げている 寒冷

(2)下線部 bについて、次の①、②の問いに答えなさい。

① 水滴が氷の粒に変化し始めるときの温度は、●℃であると考えられる。このときの温度
は、水の何と同じになっていると考えられるコヽ、漢字二字で書きなさい。

② 水滴が氷の粒に変化するときについて述べた文として最も適当なものを、次のア～工の
中から一つ選んで、その記号を書きなさい。

ア 体積は変化しないが、質量は変化する。
イ 質量は変化しないが、密度は変化する。
ウ 密度は変化しないが、体積は変化する。
工 水の粒子(水分子)の集まり方は変化しないが、水の粒子 (水分子)の大きさは変化する。
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ｅ０
　
て０

０

０
０

C

0

(〕 ● ● C● ● ● ●れる ,こ のとき、 c重壼:」菫壁ュ主止 ここ
が明るく光り、空気が激しく振動して大

きな音が生じる。

6 太郎さんは、雷について調べ.次のようにまとめた。 ドの(1)～(4)の問いに答ぇなさい。

(1)|で線部aについてまとめた次の文中のE=憂
=]、

ヽ
ヽ
ヽ あ

:E



その記号を書きなさい.

ア 放電    イ 静電気

雷では、花火などと同様に、

きに、雷鳴 (雷のI)が光よりも

.雷が発生している地点から離れた場所にいると
問こえるのは、空気中を伝わる音の速さが光の速

(4)下線部 cについて、次の文中の お に当てはまる内容の組み合わせと

して最も適当なものを.下のア～ケの中から一つ選んで、その記号を書きなさい。

さよりも ためである。

つ え お

ア 音と光が同時に発生している 遅オして 速い

音と光が同時に発牛している 先に 遅い

ウ 音と光が同時に発生している
遅 れ

~(

遅い

エ 光が発生した後に音が発生している 先に 速い

オ 光が発生した後に音が発生 している 速い

カ 光が発生した後に音が発生している 先 |こ 遅い

キ 音が発生した後に光が発生している 遅れて 遅 い

ク 音が発生した後に光が発生している ,二 |ヽ

ケ 遅れて 速い

ヽ
つ

え

お
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13)宙のしくみについてまとめた内容と関係がないものを、次のア～工の中から つ選んで、

ウ 電磁誘導    工 電気の力

＼

イ

遅れて

先に

音が発生した後に光か発生している


